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８．病害虫発生予察情報の活用について 

 

 病害虫発生予察情報は、病害虫の防除を適時かつ効率的に行うことを目的として、病害虫防除

所が提供している。 

 

（１）病害虫発生予察情報の種類 

 次のア～オの５種類を発表している。 

  ア．警 報 

     重要な病害虫が大発生することが予想され、かつ早急に防除措置を講ずる必要が認め    

られる場合に発表する。 

 

  イ．注意報 

     警報を発表する程度ではないが、重要な病害虫が多発生することが予想され、かつ早    

目に防除措置を講ずる必要が認められる場合に発表する。 

 

  ウ．予 報 

     病害虫の発生状況調査とその解析に基づいて、定期的に発表する。 

     主要農作物の病害虫について発生時期、発生程度、発生地域およびそれらの平年比、    

防除上注意すべき事項（防除時期など）を記述している。 

 

  エ．特殊報 

     県内で発生が確認されていなかった病害虫を発見した場合や、これまでとは違う特異

的な発生をする現象が認められた場合であって、従来と異なる防除対策が必要となるな

ど、生産現場への影響が懸念される場合に、当該病害虫の特性、防除方法に関する情報

を発表する。 

 

  オ．防除情報 

     滋賀県独自の情報で、病害虫による被害を最小限にとどめるため、より早い時期に耕    

種的防除の実施や計画防除の検討を促す内容になっている。以下のような場合に発表す

る。 

     ・病害虫の発生時期が通常より著しく異なる場合 

     ・病害虫の発生が多いことが予想されるが、注意報を発表する程度ではない場合 

 

 

（２）病害虫発生予察情報の提供 

  ア．発生予察情報は、インターネット上の病害虫防除所ホームページで自由に閲覧できる。 

 

     滋賀県病害虫防除所ホームページ   http://www.pref.shiga.lg.jp/boujyo/ 

 

  イ．「しらせる滋賀情報サービス（しらしがメール、しらしが LINE）」の「農業情報」登録ユ

ーザーには、警報、注意報、防除情報等を発表したことが携帯電話やパソコンに配信さ

れる。 
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（３）予察情報の読み取り方 

  

◎予報の年間発表回数は 10 回（３～９月）です。 

 ◎各号では、それぞれ向こう１か月の病害虫の発生を予想しています。 

○気象概況
病害虫の発生は
気象との関係が深いため、
気象台発表の１か月予報を
はじめに掲載しています。

○予報内容の一覧表
・発生時期と発生量について
まとめています。
・発生時期は「早」～「遅」の
５段階となっています。
・発生量は「少」～「多」の
５段階となっています。

詳しくは下記の語句を
参照してください。

○根拠について
・発生の時期と量に影響する
要因を記載しています。
・発生を抑制あるいは助長する
要因があります。

○注意事項について
・防除にあたっての
ポイント等を記載しています。

 

 

語句説明 

①発生時期 

 
 

②発生量 

早 平年値※より6日以上早い

やや早 平年値※より3～5日以上早い

平年並 平年値※を中心として前後2日以内

やや遅 平年値※より3～5日以上遅い

遅 平年値※より6日以上遅い

※平年値：過去10年の調査データ

◎考え方
早 やや早 やや遅 遅

6 5～3 2～1 1～2 3～5 6

（プラス日数）

平年並
平
年
値

平年値からの日数
（マイナス日数）

平年値からの日数

少 やや少の外側10％の度数の入る幅
や や 少 平年並の外側20％の度数の入る幅

平 年 並 平年値＊を中心として40％の度数の入る幅
や や 多 平年並の外側20％の度数の入る幅
多 やや多の外側10％の度数の入る幅

＊平年値：過去10年の調査データの平均値

◎考え方

少 やや少 やや多 多平年並

平年値

平年値からのずれの度数割合（％）

-50 -40 -20 20 40 50


